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子どもの健康と環境奄考える .エ コチル

広い地域にわかりやすく情報発信する

北海道ユニットセンターの取り組み

きし れい こ
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「子 どもの健康と環境に関する全国調査」

北海道ユニットセンター センター長、

北海道大学 環境健康科学研究教育センター

特任教授

つち かわ よう こ

土川 陽子
「子 どもの健康と環境に関する全国調査」

北海道ユニッ トセンター

RC(リ サーチコーディネーター)統 括、

北海道大学 環境健康科学研究教育センター

特定専門職員

1.北 海道ユニッ トセンターの特徴

環境省 「子 どもの健康 と環境 に関す る全

国調 査(エ コチ ル調査)」 北海 道ユ ニ ッ ト

セ ンターは、図1の とお り、北 海道大 学、

札幌 医科大学、旭川 医科大学 、 日本赤十字

北海道看護i大学 の4大 学 が連携 して3地 区

で調査 を実施 してお り、札 幌 ・旭 川 ・北 見

の3地 区をサ ブユ ニ ッ トとして組織 してい

る。北 海道 の特徴 として、約544万 人 の人

口は大都 市 札 幌 とそ の近 郊 に集 中 して お

り、80%が 過疎地域で ある。

北 海道の面積 は47都 道府県 の中で最 も広

く、九州 ・沖縄県 と四国に、 山口県、広 島
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図1北 海道ユニ ッ トセンターの概要

県 を合わせた以上の広 さであ る。人 口はフ

ィンラン ドや ノル ウェー よ り多 く、デ ンマ

ー クとほぼ同 じであ るが、近年人 口は減少

して きてお り、特 に出生 率は全 国平均 よ り

低 い。医療 過疎 が進 み、医療機 関で医師 ・

看護 師の不足状 況は厳 しい。1年 の約半分

は降雪期 とな り、降雪期 は さらに移 動 に時

間がかかる。 この ような厳 しい状況 でエ コ

チル調査 を進めている。

2.各 サブユニッ トの特徴 と

リクルー ト状況

北海道ユ ニ ッ トセ ンター3地 区全体 で リ

クルー トの 目標 は、3年 間で8,250人 であ り、

現在その 目標 に向か って努力 を している と

ころである。

2.1札 幌サブユニ ッ ト

札 幌市 は、人 口約192万 人 にの ぼる大都

市であ り、10区 の うち2区(北 区 ・豊平区)

に住 んでい る妊婦 さんが調査対象 者 となっ

ている。

しか し、都市 部の特徴 で、妊婦 は居住区

以外 の分娩 施設 を選択 する ことも多 い。そ
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のため、協力医療機関としては札幌市10区

全体 と近隣の石狩市合わせて33カ所 もの医

療機関の協力を得て進めている。また、ご

本人の希望で、妊娠経過途中に外来のみの

医療機関から分娩施設を持つ医療機関へ変

わった り、無痛分娩専門の施設に変わるこ

とや、高次医療機関に搬送される形の転院

も多い。

2.2旭 川サ ブユニ ッ ト

旭川市の人口は約35万 人、北海道2番 目

の中核都市で、当初は2分 の1の 地区が調

査地域であった。しかし、医療機関におい

て細かい調査対象地域別に参加者を選んで

声 を掛けることが難 しく、なかなか リクル
ー トが進まなかったため、2011年10月 以降

調査対象地域を全市に拡大した。

リクルー ト場所は当初、協力医療機関内

を中心に実施 してきたが、全市拡大に合わ

せて2012年4月 から旭川市役所の母子手帳

交付 窓口でもリクルー トを開始 した。旭 川

市 も広域 で、母子手帳交付 場所 が8カ 所 も

あるこ とか ら苦労 したが、最近、 リクルー

トは上 向 き現在 も好調 を維持 してい る。旭

川サ ブユ ニ ッ トは、幸い助産院 を除 くすべ

ての医療機 関の協力 を得てお り、一部の協

力 医療機 関では、サ ブユ ニ ッ ト所属 の リサ

ーチコーデ ィネーターに加 えて、医療機 関

ス タ ッフ に よる リクルー トも行 われ て い

る。

2.3北 見サ ブユニッ ト

北見市は、オホーック圏の最大都市で、

調査対象地域は北見市北見 自治区(旧 北見

市)、 置戸町、訓子府町、津別町、美幌町

となっている。北見市 も日本で4番 目に広

い市であ り、調査対象地区は当ユニットセ

ンターの中でも最も広域である。対象地域

の人口は約16万 人で、農業や林業従事者の

割合 も高い。協力医療機関は北見市内の4

写真1調 査協力を呼びかけるPR活 動
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写真2協 力機関にて行った進捗状況報告会

カ所で あ り、すべ ての医療機 関の協力 を得

てい る。

母子手帳交付場所 は、周辺 町村 を含 め5

カ所 と多い ため、 リクルー トは行政 の窓ロ

で実施 し、窓 ロで接触で きなか った妊婦 を

医療機 関内 で リクルー トす る とい う二重 の

体制 を取 り、当初 よ り順調 に リクルー トを

行 って きた。 しか し、最近 はオホーツク地

域の 出生数減少 な どによ り、 リクルー ト数

がやや減少の状況 にある。

3.事 務局の役割と

各サブユ=ッ ト間の連携

研修や調査票入力 ・追跡 な どは、北海道

ユニ ッ トセ ンター事務局で全3地 域分 を行

ってい る。 しか し札幌、旭川、北見 問は行

政組織が異 なるこ と、特急 で も1時 間半 ～

4時 間半 はかか るので、独 自の リクルー ト

体制 を組 んで実施 して きた。

例 えば、月1回 は北海道ユ ニ ッ トセ ンタ

ー としてWEB会 議 を開催 し、 情報 の共有

を図る よう努力 してい る。 そのお かげで、

日々の 日常業務 の中での疑 問 ・相談 ・リス

ク管理対応等 に も、気軽 に対応 で きる体制

を構築で きた と考 えている。

4.広 報 ・コミュ=ケ ーション活動

(1)調 査対象者

　調 査対象 者 には、 行政主催 の母親 教室、

両親教 室、 プ レママ ク ッキ ングス クー ル、

ワーキ ングマ タニテ ィスクール等、母子衛

生研 究会 主催 のプ レママわ くわ くセ ミナー

等 でPRを 行 い、 調査へ の協力 を呼 び掛 け

ている(写 真1)。

　参 加 者 との コ ミュニケ ー シ ョンのた め

に、ニ ュース レター 『エゾチル通信』 を発

行 してい る。延べ500通 の意見 や コメ ン ト

の フィー ドバ ック を得 られたこ とは、調査

実施者 のモチベー ション維持 に役 立ってい

る。

(2)医 療機関及び行政担当者

　医療機関及び行政担当者向けに、情報提

供資料を配布するとともに、周産期、小児

科 ・公衆衛生等の関連学会及び地方会で研

究報告やPRを している(写 真1)。

　医療機関や行政とのコミュニケーシ ョン

のために、地区連絡協議会の開催及び定期

的な進捗状況報告会を開催 している(写 真

2)。
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写真3RCの お子さん等の参加によるCM撮 影風景

(3)一 般市民 に向 けて

一般市民 向けに、CM放 送(写 真3)、 新

聞広 告、ポス ター掲示、 リー フレ ッ トの配

布 を行 っている。 また、PTAや 企業 イベ ン

トに出向 き講演 ・PR活 動 を行 っている。

地域 コ ミュニ ケ ー シ ョン イベ ン トと し

て、「つ なげ よう1"エ コチル調査"の 輪」

を大型 シ ョッピングモールで開催 し、数名

の リクルー トを実施す ることがで きた(写

真4)。

(4)北 海道独 自のデ ータへの対応

北 海道独 自のデー タ(白 樺花粉 による妊

婦 の特異抗体陽性率 など)に つ いては、既

にプ レス リリース を行い、取材 を受 けた。

その結果、北海道新聞の協力 を得 て実施

した認 知度調査 で は、 「エ コチル調査 を知

って いる」 「聞い た ことが あ る」 と答 えた

方 は、全道民の31%程 度 と推 定 された。

5.参 加者の継続参加と追跡調査の状況

調査 を開始 し、現在、一番大 きい子 ども

は既 に3歳 に達 しようとしている。 医療機

関に依頼 する疾病情報登録 は、順調 に進 ん

でいる。参加者 か らの調査票 回収率 を高 く

保 つために、一 定期 間に返送が ない方 には

電話や はが きで調査 票の提 出依 頼 【督促】

を行 っている。参加者 のモチベ ーシ ョン維

持 のために、2歳 の誕生 日プ レゼ ン トとし

て"お 風 呂絵本"を 送 り、喜ばれている。

成 果の発信 と双方 向 コミュニケーシ ョン

を 目指 すた め、WEBサ イ トの充実 を図っ

た。 また、エ コチル参加者 に呼 び掛 けて、

市民 向け講演会 を開催 した。 そ こには、海

外 か らの研究者 も参加 して行 われた。

生 活 と環境 平成26年2月 号 25



写真4地 域 コミュニケーションイベン ト 「つなげよう!"エ コチル調査"の 輪」

6.今 後の課題

今後、以下の活動を一層進めたい。

①調査の進行に伴い、これまでの産科 ・周

産期医療機関から小児科関係者に調査が

移行するので、その理解 を促 し、協力を

得るための活動を強める。

②調査結果や成果を社会に還元をしてい く

ことにより、参加者は本調査 に協力した

ことの意義がわか り、また充実感を得る

ことができるので、参加者や医療機関に

わかりやすい情報発信 を心がけたい。特

に 「調査に参加 していることがメリット

になる」 と感 じてもらえ、かつ多 くの調

査参加者のモチベーションを維持できる

活動に努めたい。

③一方向ではな く、双方向のコミュニケー

ション、つまりエコチル事務局と参加者、

参加者 と参加者、行政など関係機関同士

をつなぐような交流を実現する。

④調査参加継続が困難 と感 じるような参加

者、たとえばお子様が早産で生まれたあ

るいは障害 ・疾病 を持 っている参加者

に、 どのように寄 り添っていくか今後の

大 きな課題の一つであると考えている。

⑤今後、札幌市、旭川市、北見市および周

辺4町 の子 どもたちとその両親、皆を支

える行政や医療機関など多 くの方々への

科学的なデータ発信や諸活動 を通 じて、

地域全体の健康や安全、生活向上のため

に役立たせたい。
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